






予測曲線と同程度の値となっている。さらに 3，9，17 年
間の暴露試験結果から得た 50 年後の板厚減少量予測の
比較を図 5に示す。この結果から，各種塩分環境下にお
いて 3年間の暴露試験から得られた板厚減少量予測値
は，さらに長期間の暴露試験から得られるそれと同等ま
たは多めであり，安全側の評価となっている。
　当社で実施した 3年間の促進暴露試験結果から，50 年
後の鋼材の板厚減少量を�＝�・��式を用いて推定した結
果を図 6に示す。この環境での 50 年後の板厚減少量は，


